
第４回グラウンド・ゴルフ大会
　ＪＡバンクあきたが主催する第４回グラウンド・ゴルフ大会が、
１０月１３日に天王多目的健康広場で開催されました。
　当ＪＡからは、７月に大潟村で行われたグラウンドゴルフ大会
の上位１０名が参加し、県内各地区の年金友の会会員総勢１８５人の
もと、元気にグラウンドゴルフを楽しみました。当日は快晴でス
ポーツ日和となり、参加者は熱戦を繰り広げ長短さまざまなコー
スで次々とナイスショットを披露しました。大会では、二ツ井地
区の佐藤精悦さんが６位入賞を果たしました。参加者はスポーツ
の秋、グランドゴルフを楽しみ、互いに親交を深めました。

ＪＡバンクあきた

新米を求め長蛇の列
　安全・安心なＪＡの新米を、いち早く消費者へ提供しようと、
１０月２日にみょうが館特設会場で新米直売会を開催しました。
　当日は、開催時間前から購入を待ちわびていた消費者が列を作
り、時間を１５分前倒しして販売を開始しました。購入者の車に職
員が米袋を運ぶ、ドライブスルー方式で対応し、毎年購入してい
るという方からは「この直売会を毎年楽しみにしている。精米し
てさっそく新米を食べたいと思います」といった声が聞かれまし
た。この日は、あきたこまちの玄米１袋（３０㎏）を７，８００円で販
売し、新米約６３０袋が売れ大盛況の直売会となりました。

生活課

収穫体験を通じて食と農のつながりを実感
　青年部（池端竜部長）は食農教育の一環として、管内の小学校
児童を対象に稲刈り体験学習を実施しました。
　この取り組みは、田植えから稲刈りまでを体験して、児童たち
に「食と農」の大切さを実感してもらおうと、１０年以上前から行
われています。１０月１３日には能代市立第四小学校５年生８５人が収
穫作業を実施、また１４日には能代市立二ツ井小学校５年生５０人が、
黄金色に染まった圃場で元気に刈り取りを行いました。児童から
は「泥んこになって植えた苗がこんなに大きくなってびっくりし
ました。早く食べたいです」といった感想が聞かれました。

青年部

楽しく交通ルールを学ぶ
　ＪＡあきた白神とＪＡ共済連秋田が主催する親と子の交通安全
ミュージカル「魔法園児マモルワタル」が５日、能代市文化会館
で開催されました。この日は、管内の幼稚園・保育園から約３６０
人の園児が訪れ、交通ルールを楽しく学びました。
　ステージでは、歌や踊りを交えながら横断歩道の渡り方などを
説明し、「横断歩道を渡る時は手を大きく挙げてサイン」「右見
て、左見て、そして右」と復唱しました。また、実際に園児がス
テージに登壇し正しい渡り方を体験しました。最後は全員で「交
通安全ラップ」を合唱し、交通ルールの大切さや事故の怖さにつ
いて理解を深めました。

ＪＡ共済

▲一株一株丁寧に刈り取りました

▲１０袋以上購入するお客様もいました

▲交通ルールを守ることをみんなで約束しました

▲全県大会に出場した会員のみなさん

蟹座（6・22〜 7・22）　クリエーティブな活動に励みたい期間。絵を描いたり、歌を歌ったり、自己表現を。飲み会の幹事役も大賛成！11
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